
　子どもが自ら紡ぐ学び

      子どもの主体性が解放される仕掛けと見守り

吉岡町教育委員会　
指導主事 粕川 慶大　
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         かすかわ    けいた

▨ 粕川 慶大

▨ 専門教科：英語

▨ 教職年数：17年目
　‣ 中学校 → 中学校 → 小学校 → 現職

▨ 勤務地：吉岡町
　‣ 北関東 街の幸福度&住み続けたい街 第1位
　‣ 人口は県内唯一増加予測
　‣ 2小学校、1中学校
　　明治小 644人  駒寄小 839人  吉岡中 662人

はじめに

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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▨ 吉岡町学校教育推進計画
　‣ HiBALIプラン6.0

▨ 文部科学省 生成AIパイロット校事業
　‣ 指定校 C区分

はじめに

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



令和8年度 
吉岡町教育委員会

HiBALIプラン

群馬県教育ビジョン　「自分で考えて  自分で決めて 自分で動き出す（仮）」

HiBALI プラン 6.0 「考えて行動できる人の育成」

思考の可視化・協働性の向上 生成AIの活用・主体的に学ぶ

「学校だからできる」を意識

・対話と協力
　子 友達
　教 同僚
・体験的な活動
　子 自然体験、創作
　教 公開学習、視察
・社会とのつながり
　子 地域社会
　教 自校以外
・異年齢交流
　子 他学年との交流
　教 若手⇔ベテラン
・探究的な学び
　「学び方」を学ぶ

　「子：子ども」「教：教師」

学び続ける職員組織：教師としての専門性の向上、教育公務員としての自覚と誇り

デジタル環境：１人１台端末、クラウド整備、いつでも・どこでも「つながる」環境

みんなのウェルビーイング、みんなのエージェンシー

心理的安全性の確保 校務DX子ども主体の授業

みんなの「やりたい」
を尊重する雰囲気を
大切にする

「確かな学力」を育て
る授業をデザインす
る

「安心・安全な校務
DX」を実現するための
つながりを作る
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居場所づくり

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation

#ふれあい教室

#ひばりの家
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子どもが「教室」をつくる

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation

児童名

児童名
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子どもが「学校」をつくる

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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部活動 地域展開

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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部活動 地域展開

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation

▨ 休日のみの地域展開

※ 中学3年生の部活動引退も廃止

吉岡町直営地域クラブ

少年団、協会、ヤマダHD 等

吉岡町認定地域クラブ

文化協会団体



令和8年度 
吉岡町教育委員会

HiBALIプラン

群馬県教育ビジョン　「自分で考えて  自分で決めて 自分で動き出す（仮）」

HiBALI プラン 6.0 「考えて行動できる人の育成」

思考の可視化・協働性の向上 生成AIの活用・主体的に学ぶ

「学校だからできる」を意識

・対話と協力
　子 友達
　教 同僚
・体験的な活動
　子 自然体験、創作
　教 公開学習、視察
・社会とのつながり
　子 地域社会
　教 自校以外
・異年齢交流
　子 他学年との交流
　教 若手⇔ベテラン
・探究的な学び
　「学び方」を学ぶ

　「子：子ども」「教：教師」

学び続ける職員組織：教師としての専門性の向上、教育公務員としての自覚と誇り

デジタル環境：１人１台端末、クラウド整備、いつでも・どこでも「つながる」環境

みんなのウェルビーイング、みんなのエージェンシー

心理的安全性の確保 校務DX子ども主体の授業

みんなの「やりたい」
を尊重する雰囲気を
大切にする

「確かな学力」を育て
る授業をデザインす
る

「安心・安全な校務
DX」を実現するための
つながりを作る



教育研究所

■ 通年実施

#授業改善  - HiBALIの広場　R7から継続、オンライン・サロン的な運用

#校務DX  - 校務DX部会　R7から継続、内容によって参集とオンラインを併用

#学力向上  - HiBALIの巣　R8から新規、AIドリルや学び方の開発

#社会科副読本「わたしたちの吉岡町」改訂  - 社会科部会　R8から新規、改訂とデジタル化

■ 単独実施

#教育相談  - 初級認定　高崎市教育センター、事例研修（SCの外部講師）

#町内史跡  - 新採用・転入職員　夏季休業中実施、町文化財センターと連携

#Google研修  - 児童生徒向け出前授業、教職員向け研修、認定資格取得

HiBALIプラン6.0 より
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校務DX

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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校務DX
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子どもを真ん中にして生まれたもの

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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子どもがまん中

はじめに

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



令和8年度 
吉岡町教育委員会

HiBALIプラン

群馬県教育ビジョン　「自分で考えて  自分で決めて 自分で動き出す（仮）」

HiBALI プラン 6.0 「考えて行動できる人の育成」

思考の可視化・協働性の向上 生成AIの活用・主体的に学ぶ

「学校だからできる」を意識

・対話と協力
　子 友達
　教 同僚
・体験的な活動
　子 自然体験、創作
　教 公開学習、視察
・社会とのつながり
　子 地域社会
　教 自校以外
・異年齢交流
　子 他学年との交流
　教 若手⇔ベテラン
・探究的な学び
　「学び方」を学ぶ

　「子：子ども」「教：教師」

学び続ける職員組織：教師としての専門性の向上、教育公務員としての自覚と誇り

デジタル環境：１人１台端末、クラウド整備、いつでも・どこでも「つながる」環境

みんなのウェルビーイング、みんなのエージェンシー

心理的安全性の確保 校務DX子ども主体の授業

みんなの「やりたい」
を尊重する雰囲気を
大切にする

「確かな学力」を育て
る授業をデザインす
る

「安心・安全な校務
DX」を実現するための
つながりを作る
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もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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▨ 自己決定・自己調整学習

　‣ 授業の型はなく、全職員が目的のみを共有し、手段はそれぞれが考える

　‣ 授業内で、子どもが自己決定・自己調整を繰り返す

　‣ 生成AIを真の学びのパートナーとして活用する

▨ 子どもが「学び」を紡ぐ時間を最大化する

　‣ 一斉指示の時間をデジタルに置き換える

　‣ 1人1人の学びにコミットする

子どもが「学ぶ」流れ

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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子どもが「学ぶ」流れ

❶ 理科室に来た児童から学び始める
  ⚫ 全体で揃えず、それぞれが学びのガイド（Google スライド）を確認して学び始める
  ⚫ 反転学習として自宅で動画視聴等をしてくる児童もいる

❷ それぞれの方法で学ぶ（問題解決する）
  ⚫ 各自で学び方（実験/観察/インターネット/動画/図書/学習アプリ 等）や学ぶ場所を決める
  ⚫ 学び共有シート（Google スプレッドシート）で学びを共有し、必要があれば協働的に学ぶ
  ⚫ 即時的な情報提供や意見交流、質問等は Google Chat に

❸ メタ認知をする
  ⚫ 今日の「わたし」を俯瞰的に見る
  ⚫ 学び共有シートに入力し互いのメタ認知（振り返り）を共有する

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

資料

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

学び共有シート

単位時間ごとのシート

児童名

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

それぞれが「学び方」を選択できる

児童名

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット方法もそれぞれが選択

同一ファイルで共同編
集

紙のノートは写真で共
有

児童名

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #01（Google スライ
ド）

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #02（Google スライ
ド）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #03（Google スライ
ド）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #04（Google スライ
ド）

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #05（Google スライ
ド）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #06（Google スライ
ド）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #07（Google スライ
ド）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #08（Google ドキュメン
ト）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

アウトプット例 #09（FigJam）
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【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する

毎時間、その日の「私」をメタ認知

児童名

Gem と対話しながら

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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【02】それぞれの学びが「つながる」

児童名

学年全体の「学び」を共有

他者参照が容易
に

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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【02】それぞれの学びが「つながる」

それぞれの「予想」や「考察」、「メタ認知」を共
有

児童名
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【02】それぞれの学びが「つながる」

Google Chat で即時共
有

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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児童名

もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

同じ「学び方」の子と協働的に学ぶ

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation
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#01 子どもが「学ぶ」流れ

#02 子どもが「学び」を紡ぐ
　【01】それぞれが「自分の」学びを選択、決定、調整する
　【02】それぞれの学びが「つながる」
　【03】「必要感」のある協働的な学びが生まれる

#03 生成AIを真の学びのパートナーに

もくじ
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 ③生成AIを「真のパートナー」にするために授業者が生成AIを操ろう

　単純にイメージする AIの学習利用

世界中の膨大な情報から回答を生成するため、以下の懸念
が生じる

● 授業の「ねらいや課題」から逸脱 した回答

● 「指導計画」の文脈を無視した助言

● 回答が一般論に終始する

● そして子供の思考を奪う「外注化」のリスク

＝ 汎用的なAI（Gemini等）をそのまま使うだけでは学習
の邪魔になる可能性大。

（生成AIの学習利用を批判する人たちの使い方
イメージ）

現在地：「授業者制御」による活用

教科の生成AI活用では、授業設計者が「ソース」を限定

し、AIの思考範囲を定義する。

● 授業のねらい・育てたい力・学習指導要領

● 教材の価値（価値をどう捉えたか）

● 回答の方針（生徒の入力にどう問い返すか）

「NotebookLM」 や「  Gem のカスタム指示機能」活用

何を指示するか、ここで授業者の「専門家としての力量」が
問われる。教科の本質の理解、単元構想、子ども理解が求
められる。　　　　　　　

「AIを操るのは教育の専門家である人間教師」　　　

※授業者の主体性と教師としての専門性こそが、AIを「道具」から「真のパートナー」へ変える鍵。

1. 教育長より  | 2.講師紹介 3.分科会 4.学びのシェアタイム 5.アンケート

町教職員全体研修会  教育長挨拶資料より



もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

▨ Gemの活用
生成AIを 真の学びのパートナーに
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もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

▨ Gemの活用
生成AIを 真の学びのパートナーに
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もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

▨ Gemとの対話を繰り返しながら「学び」を紡いでいく
生成AIを 真の学びのパートナーに

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

▨ Gemini Notebookの活用
生成AIを 真の学びのパートナーに

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

▨ AIが生成したものを「学び」のスタートとする
生成AIを 真の学びのパートナーに

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



もくじ　子どもが「学ぶ」流れ　子どもが「学び」を紡ぐ　生成AIを真の学びのパートナーに

おわりに

　　　どんな優れた指導法も、

　　　子どもの内面から湧き出る「やってみよう！」

　　　にはかなわない！

Hill-town Basis toward the Adaptive Learning Innovation



 1/26(火)

   Coming

        S
oon…

 明治小学校


